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「狛江フェスティバル2022」
（同実行委員会主催）が10 ・
11
きまえ広場と泉龍寺で催される。
令和2年と3年は新型コロナウイ
ルス感染症の影響でオンラインや
YouTubeなどで実施されたため、
リアルでの開催は3年ぶりとなる。
えきまえ広場ではKOMAE 
BEER FESTAとして市内のブル
ワリー３店に加え各地の地ビール
が楽しめるほか、市内の飲食店な
ど約20店が出店、ステージでお
んまち駅前ライブが催される。
泉龍寺ではこまえ夏まつりとし
て幅広い年代が楽しめるゲーム
や菓子など約10店の出店に加え、
特設舞台でダンスや音楽演奏が行
われる。
さらに狛江駅周辺で狛江Ｍarket

と泉の森テラスが同時開催される。
今回は高校生が企画段階から初
めて参加、会場内に「高校生企画
エリア」を設け、かき氷の店が出
店する。
参加した新房琉青さん（高校
３年)、重村百香さん（同)、児玉
虎乃輔さん（同２年)がアイデア
を出し合い、かき氷のトッピング
を輪投げで選ぶ店を開くことにし
た。３人は「こまえくぼ1234」
などでボランティア活動をしてい
るが、もっと地域貢献や活動がし
たいと実行委員会に参加した。新
房さんらは「高校生時代がずっと
コロナ禍で文化祭の経験もなかっ
たので、模擬店が成功するようが
んばりたい」と話し、中高生に当
日のボランティア参加を呼びかけ
ている。

同フェスティバルは、平成26
年から地域交流の活性化や狛江の
魅力発信・にぎわいの創造などを
目的に市民が実行委員会を結成し
て開催されている。
問い合わせは☎080-4132-
2633繁平さん

今年も第二の枝豆ビール
醸造方法を変え９月販売
狛江特産品の枝豆を使ったクラフ
トビール（発泡酒）の醸造作業が7
月30 。市内のブル
ワリーと農家が昨年、共同開発した
もので、今年も9月中旬の発売を予
定している。
平成24年に枝豆を使った発泡酒

「こまえ～る」を開発した「狛江野
菜を広める会」メンバーの籠屋秋元
商店専務の秋元慈一さん、駒井町で
農業を営む松坂諭さん、髙橋一真さ
ん、高橋庸之さんの4人が、第二の
枝豆ビールとして原材料から醸造、
出荷までのすべてを市内で行おうと
企画した。
原料の枝豆は昨年と同じ「湯あ
がり娘」で、猪方の栗原正登さん
から提供された分も加えて20kgを
使った。昨年は風味付けに枝豆の皮
も使ったが、今年は豆と麦汁をミキ
サーでスムージー状にしたものを木
の桶で発酵させる方式に変更。昨年
より枝豆の風味が濃いという。参加
したメンバーは「サヤから豆を取り
出すのが大変だったが、ビールの出
来上がるのが楽しみ」と話していた。
枝豆ビールは約200ℓを約１カ
月かけて醸造、500mℓ瓶入りを
1,056円（税込み）で販売する予定。
問い合わせは☎3480-8931籠屋
秋元商店。

えきまえ広場や泉龍寺で　高校生も初参加

10日・11日に狛江フェスティバル

サヤから豆を取り出す作業に取り
組むメンバー

剣道無料体験稽古会　参加者募集
狛江市剣道同志会(堀久男会長）が、今月４回開催する無料体験
稽古会の参加者を募集している。
同会は、剣道家の飯田道行さん（故人）が青少年を対象に日本

古来の武術・剣道の修練を
通じて心身の鍛練や礼節を
尊ぶ気持ちの育成などを目
的に昭和47年に創立した。
現在、会員は小学生12人、
中学生２人、高校生2人、大
人8人の合計24人で、親子

で入会している人もいる。稽古は毎週水・土曜日午後6時30分～
８時頃に市内の小・中学校の体育館か西和泉体育館で行っており、
市内在住の４～６段の有段者３人がボランティアで指導している。
基本的な稽古に加え、木刀による型の稽古、会員が対戦する月例
大会などを行っている。また、多摩地区や都大会にも積極的に参
加している。
新型コロナウイルス感染症の影響で活動を一時休止したり、多
摩川河川敷で練習を行ったこともある。月会費は2,000円で、初
心者には道具や練習着を貸し出している。
愛好家の拡大のための無料体験会を7日
育館、
時間はいずれも午後６時45分～８時頃で、いずれも体験日の４日
前までに申し込む。剣道具は借りることができ、動きやすい服装
で参加する。
問い合わせは☎3326-5101 taijitoraji@yahoo.co.jp小林さん。

狛江市剣道同志会の稽古

ボランティア募集

■電動車イスで通学する男子高校生の
見守りボランティア募集
土曜日（月１回程度）、市内及び近隣。
男子高校生が部活で登下校する時の
見守りと必要な手伝い。
内容：自宅最寄りバス停から学校ま
での付き添い、簡単な介助（バス、
電車を利用）日時：土曜日（月１回
程度）片道約1時間。（登校）①午
前８時頃から②正午頃から（下校）
午後５時頃＊登下校いずれかでも可
場所：バス停（野川地域）学校（調

布市内）交通費：依頼者が負担（自
己負担なし）※詳細は問合わせ
■デジタルボランティア
イベント等で参加者のパソコンやタ
ブレットなどの利用をサポート
■こまえくぼ広報紙配達ボランティア
毎月初めから10日頃までの間（1
月は20日～月末）に、「広報誌こま
えくぼ1234」を配達（配達先は問
い合わせ）

フリースペースイベント
フリースペースで行われる参加でき
るプログラム
■おりがみサロン
７日 午後1時～ 3時。折り紙で

ボランティア活動、交流
■切手カフェ
９日 ・16日 後1時～ 3時。
古切手の整理。古切手の収益をボ
ランティア事業に使用

施設利用時のお願い
こまえくぼ1234は感染対策を行って
開館しています。感染状況によって
は、機能や設備利用の一部を制限す
る場合がありますので、ホームペー
ジや窓口等で確認してください。

今月のこまえくぼ
休館日＝6日 、13日 、19日
20日 、23日 、27日

狛江市市民活動支援センター（こまえくぼ1234）
〒201-0003狛江市和泉本町1-2-34　☎5761-5556　FAX5761-5033　 info@vc.komae.org
開館時間午前10時～午後5時　休館日＝火曜日、祝日、年末年始

ホームページ
はこちら→

ここに掲載している情報についてはこまえくぼ1234へお問い合わせください。

空き家を活用し、地域の人々の居
場所をつくる「野川のえんがわ こ
まち」のスタッフの一人である石川
歩さんは、「あむくん」と呼ばれ親
しまれています。実はあむくん、学
生時代から場づくりを中心とした
サークル活動を行うなど、多くの活
動に積極的に取り組んできました。
初めてボランティアに携わったのは
中学生の時で、その頃からボラン
ティアを通して人と繋がることの喜
びを実感してきたと言います。
また、あむくんは高校時代に演劇
をしていた経験を生かし、こまちで
も中高生と一緒に小さな劇団を作っ

ています。この「劇団こまち」は、
公演はしていませんが、演劇を気軽
に楽しめるすてきな集まりです。こ
まちには学校に行けない子もふらっ
と立ち寄れる、そんな雰囲気があ
ります。あむくんは、「劇団こまち」
がいずれはそういう子どもたちの豊
かな世界観を表現する場になってほ
しい」と、語っていました。
ちょっとしたきっかけで始めたこ
の活動は、子どもたちの成長の場に
もなっています。活動を続けること
や、みんなで一つのことに取り組む
難しさを、子どもたちと一緒に改め
て実感したと苦笑気味に、けれども
うれしそうに話してくれました。
他にもあむくんは「あわいろ」と

いう場（ホー
ムページ）を
作っていま
す。この場を、

あむくんは「何もし
なくていい場」だと
言います。淡く、はっきりしないけ
れど確かにある思いや感情を分かち
合い、ゆっくりと対話する中で、互
いに寄り添っていく、そんな空間。
「誰かのために何かを」という考え
方とは真逆で、それでいて今たくさ
んの人が心の底から求めていること
が、寄り添い合うことなのかもしれ
ません。「答えのない関わりを探し
続けることについて、考えることが
多くなった」とあむくんは楽しそう
に語ります。日々いろいろな人と関
わり合いながらその場所に自分を溶
かしていく――優しくも頼もしい、
あむくんの一面を見ることができま
した。
問い合わせは野川のえんがわ こ
まち☎5761-4102石川
「あわいろ」ホームペー
ジ→
（取材記事：こまえくぼ広報部会 有本）

ホームページ
はこちら→

市民が取材・執筆する記事

劇団こまち

石川さん

野川のえんがわ こまち●石川歩さん

寄り添い合って生きること

野川のえんがわ　こまち＝西
野川2-31-1の民家を利用し令
和２年５月にオープン。代表の
梶川朋さん、芙美子さん夫妻の
呼びかけで集まった介護福祉士、
保育士、教師などで結成した
「comarch」が運営している。


